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▼
台
風
15
号
の
襲
来
に
、

今
度
は
大
変
だ
と
万
全
の

態
勢
で
備
え
て
い
ま
し
た

が
、
直
撃
し
た
割
に
は
思
っ

た
よ
り
風
雨
も
強
く
な
く

被
害
も
あ
ま
り
出
な
く
て

よ
か
っ
た
で
す
。
災
害
に

お
け
る
事
前
の
備
え
は
や

り
す
ぎ
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
で
す
。

▼
備
え
が
必
要
と
安
倍
さ

ん
一
生
懸
命
釈
明
し
て
い

ま
す
が
、
何
の
備
え
で
し
ょ

う
か
？
わ
ざ
わ
ざ
ア
メ
リ

カ
の
戦
争
に
加
担
す
る

「
戦
争
法
案
」
（
安
全
保

障
関
係
法
）
で
二
度
と
武

器
を
持
た
な
い
と
い
っ
た

憲
法
違
反
ま
で
し
て
「
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
」
を

行
う
と
す
る
か
ら
備
え
が

必
要
と
な
る
の
で
す
。

▼
わ
ざ
わ
ざ
備
え
が
必
要

と
す
る
の
は
ア
メ
リ
カ
と

の
約
束
の
た
め
か
！
。
軍

事
産
業
で
儲
か
る
大
企
業

の
た
め
か
！
。
ア
メ
リ
カ

の
戦
争
の
た
め
に
自
衛
隊

員
を
わ
ざ
わ
ざ
危
険
な
戦

闘
地
域
に
派
遣
す
る
必
要

は
な
い
で
し
ょ
う
。

▼
多
く
の
自
衛
隊
員
は
日

本
の
領
土
を
守
り
、
災
害

復
旧
に
役
立
つ
任
務
に
誇

り
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
子
供
た
ち
を
孫
た
ち

を
戦
争
に
加
担
し
な
い
平

和
な
日
本
で
夢
と
希
望
を

も
っ
て
暮
さ
せ
た
い
。

虎
希
（
と
ら
き
）
く
ん

平
成
27
年
３
月
６
日
生
ま
れ

西
山

潤
さ
ん
（
田
隈
）

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

の
長
崎
大
会
閉
会
総
会
が

８
月
９
日
に
開
催
さ
れ
支

部
か
ら
も
５
名
で
参
加
し

ま
し
た
。
世
界
各
国
そ
し

て
日
本
各
地
か
ら
約
６
０

０
０
人
が
参
加
し
て
、
会

場
で
は
熊
本
、
神
奈
川
、

福
島
、
大
阪
、
北
海
道
な

ど
か
ら
原
水
爆
と
核
の
禁

止
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
核
兵
器
の
廃
絶
と
平

和
な
世
界
の
実
現
に
向
け

て
」
１
万
人
署
名
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
高
校
生

た
ち
か
ら
は
、
13
万
１
３

０
０
筆
の
署
名
を
集
め
た

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
長
崎
で
の
被
爆

者
、
奥
村
ア
ヤ
子
さ
ん
か

ら
被
爆
し
た
時
の
こ
と
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
４

５
年
８
月
９
日
、
爆
心
地

か
ら
１
Km
以
内
で
家
族
７

人
み
ん
な
被
爆
し
て
、
親

兄
弟
を
が
れ
き
の
中
探
し

回
っ
た
け
ど
、
そ
の
時
の

光
景
が
悲
惨
だ
っ
た
こ
と
。

近
所
の
子
は
目
玉
が
飛
び

出
し
て
た
り
、
真
っ
黒
に

焼
け
焦
げ
た
人
も
た
く
さ

ん
見
た
。
弟
と
妹
は
な
ん

と
か
助
か
っ
た
が
、

弟
さ
ん
は
10
月
30

日
に
死
亡
、
妹
さ

ん
も
そ
の
後
な
く

な
り
、
自
分
一
人

に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
…
。
同
じ
過

ち
が
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
被
爆
の
恐

ろ
し
さ
を
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
の
発
言
に
、

私
た
ち
も
そ
の
恐

ろ
し
さ
を
子
供
に
、

そ
し
て
孫
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
世

界
が
平
和
に
な
り

ま
す
よ
う
に
!!

親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら

孫
へ
。
友
だ
ち
か
ら
友
達

へ
。
そ
し
て
囲
い
の
人
達

へ
も
!!
（
鳥
巣
通
信
員
）

【
石
本
利
道
・
田
隈
】

３
年
ぶ
り
の
参
加
で
し

た
。
改
め
て
平
和
の
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
戦
後

70
年
、
ま
た
日
本
が
戦
争

で
き
る
国
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
の
で
な
ん
と
し
て

も
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
良
田
健
児
・
米
生
延
命
】

平
和
行
進
も
で
し
た
が
、

平
和
大
会
も
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
の

大
勢
の
参
加
や
色
々
な
国

か
ら
も
参
加
し
て
い
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
報
告
や
訴
え
を
き

い
て
、
自
分
も
平
和
の
た

め
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。

戦争立法の反対宣伝

行動を毎週金曜日にゆ

めタウン前の交差点に

て実施します。戦争立

法反対の声をひろげる

ためにもみなさんの参

加をお願いします。

８
月
は
原
爆
が
落
と
さ

れ
、
終
戦
の
月
で
あ
り
、

日
本
中
が
平
和
を
願
い
原

爆
に
反
対
し
て
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
と
誓
う
月
で

あ
り
な
が
ら
、
九
州
電
力

は
川
内
原
子
力
発
電
所
１

号
機
の
再
稼
働
を
８
月
11

日
に
行
う
と
決
め
る
と
い

う
情
勢
の
中
、
８
月
９
日

鹿
児
島
県
川
内
市
の
原
発

建
屋
が
見
え
る
久
見
崎
海

岸
で
「
８
・
９
川
内
原
発

再
稼
働
阻
止
！
大
集
会
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知

り
、
大
牟
田
支
部
か
ら
も

参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
焼
け
る
よ
う
な

暑
さ
の
中
、
福
島
の
人
た

ち
を
含
め
九
州
各
県
か
ら

２
０
０
０
人
を
超
え
る
原

発
反
対
と
二
度
と
福
島
を

繰
り
返
さ
な
い
と
願
う
人

た
ち
が
結
集
し
、
原
発
い

ら
な
い
、
再
稼
働
は
絶
対

反
対
の
大
き
な
怒
り
の
声

と
「
再
稼
働
反
対
」
の
コ
ー

ル
で
熱
気
で
会
場
は
さ
ら

に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
集
会

は
「
川
内
原
発
１
号
機
の

再
稼
働
を
絶
対
に
ゆ
る
さ

な
い
！
８
・
９
鹿
児
島
ア

ピ
ー
ル
」
を
採
択
し
、
一

斉
に
「
ス
ト
ッ
プ
再
稼
働
」

の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て

原
発
に
向
け
て
唱
和
を
お

こ
な
い
、
原
発
正
面
ゲ
ー

ト
前
ま
で
デ
モ
行
進
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
警
備
の

警
察
官
が
九
州
各
県
か
ら

動
員
さ
れ
て
き
て
い
る
多

さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

川内原発前で集会

再び戦争する国へはしないと各地から訴え
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今
年
６
月
分
の
賃
金
実

態
調
査
で
は
、
４
３
６
人

（
一
人
親
方
・
職
人
３
２

９
人
、
事
業
主
１
０
７
人
）

の
仲
間
か
ら
回
答
を
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
常
用
大
工
で
１
日
、
１

万
４
１
２
０
円
で
昨
年
か

ら
１
０
２
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
大
工
職

の
手
間
請
け
は
、
１
日
１

万
３
２
７
３
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
月
給
者
含

め
た
大
工
職
の
総
平
均
は

１
万
３
９
１
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

大
工
職
の
就
労
日
数
は

18
・
５
日
で
、
平
均
労
働

時
間
は
８
・
５
時
間
と
な
っ

て
お
り
、
全
職
種
平
均
か

ら
見
れ
ば
就
労
日
数
で
１

・
３
日
少
な
く
、
１
日
当

た
り
の
労
働
時
間
は
０
・

２
時
間
長
く
な
っ
て
い
ま

す
。大

工
職
を
含
め
た
全
て

の
職
種
の
常
用
者
の
１
日

当
た
り
の
賃
金
は
、
１
万

３
１
２
８
円
、
同
じ
く
手

間
請
で
は
、
１
万
４
４
１

７
円
で
、
総
平
均
日
額
は

１
万
３
７
９
３
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

全
職
種
の
平
均
就
労
日

数
は
昨
年
の
21
日
か
ら
19

・
８
日
へ
と
１
・
２
日
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
１
日

の
労
働
時
間
は
８
・
３
時

間
と
０
・
１
時
間
の
増
で

し
た
。

ま
た
生
活
面
か
ら
み
た

希
望
す
る
日
当
は
平
均
１

万
６
９
８
７
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

昨
年
と
比
べ
て
日
当
は
、

11
％
の
人
が
賃
金
が
下
が
っ

た
と
答
え
て
い
ま
す
。

こ
の
賃
金
実
態
調
査
と

モ
ニ
タ
ー
制
で
行
っ
て
い

る
家
計
簿
調
査
は
、
仲
間

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と

合
わ
せ
て
、
県
平
均
を
だ

し
て
、
国
や

県
や
自
治
体

交
渉
の
重
要

な
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

〇
も
う
少
し
賃
金
が
上
が

れ
ば
生
活
が
楽
に
な
る
。

（
解
体
工
）
○
仕
事
が
少

な
く
遠
方
ま
で
行
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
（
配
管

工
）
○
現
場
次
第
で
ガ
ソ

リ
ン
代
が
欲
し
い
。
（
大

工
）
○
人
手
不
足
は
賃
金

の
低
下
と
重
労
働
か
ら
。

賃
金
上
げ
る
べ
き
（
土
木

工
）
○
忙
し
い
と
き
と
暇

な
時
の
差
が
激
し
い
。

（
内
装
工
）
○
週
５
日
が

い
い
。
（
建
具
工
）
○
仕

事
が
無
い
。
（
大
工
）
○

賃
金
が
安
く
、
現
場
が
遠

い
。
（
大
工
）
○
仕
事
が

少
な
く
て
生
活
が
苦
し
い
。

仕
事
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

（
土
木
工
）
○
原
価
の
高

騰
に
伴
う
単
価
上
昇
が
無

い
の
で
、
と
て
も
つ
ら
い
。

公
共
工
事
の
設
計
労
務

単
価
の
基
礎
と
な
る
２
省

協
定
賃
金
が
一
昨
年
は
２

０
０
０
円
。
昨
年
も
今
年

も
前
倒
し
で
２
月
に
引
上

げ
が
決
定
し
２
０
１
２
年

か
ら
す
る
と
３
８
６
９
円

の
引
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
賃
金
の
低
下
と

労
働
条
件
の
悪
化
で
若
年

労
働
者
入
職
者
の
減
少
が

続
い
て
、
労
働
者
・
技
能

者
不
足
が
顕
在
化
し
て
き

た
と
し
て
国
交
省
が
引
上

げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

私
た
ち
の
運
動
の
成
果
で

す
。
し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
ま
だ
単
価
や
賃
金

の
引
上
げ
は
履
行
さ
れ
て

い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

こ
の
引
上
げ
を
現
場
で
完

全
実
施
さ
せ
る
た
め
、
公

契
約
条
例
の
制
定
な
ど
の

取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（日）



分会 目標

勝　立 3

米生延命 3

船　津 3

松　原 2

白　光 3

甘　木 3

歴木Ａ 2

歴木Ｂ 2

田　隈 4

橘 5

高　田 2

大　和 3

瀬　高 2

山　川 2

南　関 3

荒　尾 4

事業所 8

合　計 54

９
月
13
日
の
第
50
回
支

部
定
期
大
会
の
成
功
を
め

ざ
し
、
８
月
21
日
か
ら
各

分
会
で
分
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
た
め
の
要
求

を
、
み
ん
な
の
力
で
実
現

す
る
。
そ
の
た
め
に
毎
年
、

分
会
の
仲
間
の
半
数
以
上

の
参
加
で
総
会
を
開
催
し
、

10

月
か
ら
の

新
役
員
選
出
、

新
班
長
の
確

認
、
会
計
報

告
、
支
部
定

期
大
会
代
議
員
選
出
、
意

見
集
約
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

毎
月
の
収
支
計
算
を
実
際
に
会
計
ソ

フ
ト
に
入
力
し
な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会

計
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
９
月
は
25
日
（
金
）
の

午
後
１
時
か
ら
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
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５
日
（
土
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
学
習
会

組
合
事
務
所

６
日
（
日
）
第
61
回
本
部
定
期
大
会

福
岡
市

９
日
（
水
）
本
部
４
役
会
議

県
本
部
会
館

13
日
（
日
）
第
50
回
支
部
定
期
大
会

組
合
事
務
所

15
日
（
火
）
支
部
３
役
会
議

組
合
事
務
所

17
日
（
木
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

18
日
（
金
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

24
日
（
木
）
本
部
５
役
会
議

県
本
部
会
館

25
日
（
金
）
パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室

組
合
事
務
所

27
日
（
日
）
支
部
役
員
分
会
役
員
学
習
会

組
合
事
務
所

28
日
（
月
）
労
働
保
険
事
務
組
合
報
奨
金
説
明
会

福
岡
労
働
局

29
日
（
火
）
分
会
役
員
班
長
合
同
会
議

組
合
事
務
所

30
日
（
水
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

30
日
（
水
）
中
建
保
険
証
交
付
会

組
合
事
務
所

30
日
（
水
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
地
域
会

組
合
事
務
所

１
日
（
木
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

１
日
（
木
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
地
域
会

新
婦
人

１
日
（
木
）
統
一
拡
大
行
動
日

各
分
会

３
日
（
土
）
県
主
婦
の
会
定
期
総
会

県
本
部
会
館

５
日
（
月
）
街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
地
域
会

中
友
診
療
所

新

組

合

員

さ

ん

紹

介

者

氏

名

職

種

所
属

氏

名

所
属

堀

統

配
管
工

船

津

堀

榮
吉

事
業
所

近
藤

力

家
具
工

大

和

事

業

所

冨
安

弘
文

配
管
工

荒

尾

堤
田

雅
也

歴
木
Ａ

佐
々
木
翔

鳶

事
業
所

古
賀

伸
一

事
業
所

原
田

良
太

美
装
工

大

和

事

業

所

平
川

時
春

電

工

米

延

中
島

健
治

米

延

園
田

康
男

配
管
工

米

延

事

業

所

大
渕

憲
正

鉄

工

荒

尾

事

業

所

福
建
労

大
牟
田
支

部
も
参
加

し
て
い
る

大
牟
田
市

社
会
保
障
推
進
協
議
会

（
大
牟
田
市
社
保
協
）
は
、

８
月
20
日
大
牟
田
市
に
対

し
て
、
昨
年
成
立
し
今
年

８
月
か
ら
介
護
保
険
の
利

用
料
が
一
定

以
上
所
得
者

は
こ
れ
ま
で

の
１
割
か
ら

２
割
に
引
上

げ
と
特
養
な

ど
で
の
補
足

給
付
者
の
預

貯
金
な
ど
開

示
な
ど
、
国
の
制
度
改
悪

に
対
し
て
、
介
護
に
要
す

る
費
用
の
経
済
的
負
担
に

よ
り
介
護
貧
乏
・
介
護
破

産
、
そ
し
て
行
き
場
の
な

い
介
護
難
民
を
生
み
出
し

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
介

護
崩
壊
、
介
護
の
危
機
を

解
決
す
る
た
め
に
、
現
場

の
実
態
を
踏
ま
え
て
介
護

保
険
料
の
軽
減
制
度
の
拡

充
や
国
庫
負
担
の
増
額
要

求
な
ど
７
項
目
を
要
請
し

ま
し
た
。
（
矢
野
通
信
員
）

秋
の
拡
大
月
間
が
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。
準
備
月

間
を
８
～
９
月
、
本
月
間

を
10
～
11
月
で
す
。

な
ん
と
言
っ
て
も
数
は

力
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
要

求
を
実
現
す
る
た
め
に
は

組
織
を
大
き
く
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

拡
大
月

間
で
は
分
会
で
目
標
を
立

て
、
全
組
合
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。

周
り
に
社
会
保
険
の
未

加
入
問
題
や
労
働
保
険
な

ど
で
困
っ
て
い
る
仲
間
が

い
た
ら
組
合
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。

仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
未
加
入
者
の
紹
介

と
加
入
の
呼
び
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

【↑南関分会】原口工務店にて開催。

分会役員の確認と分会独自で設けていた拡大表彰や支

部からの祝い金の授与。新しく加わった仲間の紹介な

どがあり、分会総会後は炭火焼焼肉で懇親会を開催。

【
↑
白
光
分
会
】

組
合
事
務
所
２
階

に
て
開
催
。
ひ
き

続
き
松
田
靖
生
さ

ん
が
分
会
長
へ
。

【
↓
歴
木
Ｂ
分
会
】

平
野
公
民
館
に
て
開
催
。

ひ
き
続
き
木
原
宏
則
さ

ん
が
分
会
長
へ
。

【
↑
山
川
分
会
】

ふ
じ
乃
や
に
て
開
催
。

新
分
会
長
に
中
尾
三
男

さ
ん
が
選
出
。

【
↓
勝
立
分
会
】

勝
立
公
民
館
に
て
開
催
。

ひ
き
続
き
松
永
さ
ん
が

分
会
長
へ
。



【
藤
本
憲
子

田
隈
】

８
月
の
暑
さ
と
い
え
身

体
が
疲
れ
ま
し
た
。
お
盆

休
み
は
ゆ
ぅ
く
り
と
家
で

高
校
野
球
を
朝
か
ら
見
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
17
日
か
ら
が
ん

ば
っ
て
仕
事
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

２０１５年 ９月１日 あ し ば 第５１２号 （４）

私
は
●
●
県
で
▲
▲
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
国
保
は
、
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

大
切
な
制
度
で
す
。

建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は
、
現
行
水
準

を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

（

住

所

）

（

氏

名

）

※裏面は３枚とも同じですが、

できれば、仕事や生活の厳し

い現状も書いてください。
春
の
ハ
ガ
キ
要
請
で
み
な
さ
ん
に
書

い
て
も
ら
っ
た
ハ
ガ
キ
は
厚
労
省
へ
送

り
十
分
な
概
算
を
勝
ち
取
る
た
め
に
行

動
し
ま
し
た
。

国
庫
負
担
削
減
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
拠
出
金
、
特
定
検
診
な
ど
、
国
保

組
合
の
負
担
が
増
や
さ
れ
る
な
か
、
保

険
料
の
引
上
げ
を
お
さ
え
、
有
利
な
制

度
を
守
る
た
め
に
、
秋
の
ハ
ガ
キ
要
請

で
財
務
省
に
建
設
国
保
の
必
要
性
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
概
算
要
求
を
満
額
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

千
代
田
区
霞
が
関
３
の
１
の
１

財
務
省
主
計
局
主
計
官

厚
生
労
働
係

千
代
田
区
霞
が
関
３
の
１
の
１

財
務
省

主
計
局
次
長

殿

千
代
田
区
霞
が
関
３
の
１
の
１

財
務
省

主
計
局
長

殿

※
●
●
に
県
名
、
▲
▲
に
職
種
（
大
工
､
左
官
､
土
木
工
､

塗
装
工
､
内
装
工
､
電
工
な
ど
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 春の要請で集まったハガキ

【先月の答】①ジェットコースターのライトの位置

②レール下の支柱の長さ ③カメラを構える人の右袖

④ライオンが持つ風船の数 ⑤左上の窓の高さ

⑥コースター前列・左の人の髪留め

⑦コースター横のカメラのフラッシュ

（
８
月
号
１
面
の
続
き
）

【
中
村
春
馬

大
工
・
84
才
・
橘
】

戦
時
中
は
、
同
じ
場
所

に
集
ま
る
と
攻
撃
を
受
け

る
た
め
分
散
教
育
が
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、

ど
こ
の
家
も
竹
槍
を
備
え
、

学
校
の
訓
練
で
藁
人
形
を

相
手
に
「
も
っ
と
強
く
つ

け
～
」
と
怒
鳴
ら
れ
な
が

ら
随
分
練
習
さ
せ
ら
れ
た
。

教
科
書
も
焼
け
て
無
い
の

で
ガ
リ
版
で
の
プ
リ
ン
ト

を
先
生
に
も
ら
い
な
が
ら

１
年
か

ら
６
年

ま
で
一

緒
に
授

業
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
弁
当
の

検
査
も
あ
り
、
せ
っ
か
く

白
飯
を
も
っ
て
い
っ
て
も
、

「
お
上
も
白
飯
食
っ
て
な

い
と
い
う
の
に
贅
沢
だ
」

と
没
収
さ
れ
て
い
た
。

空
襲
で
大
牟
田
が
焼
け

野
原
に
な
っ
た
後
、
熊
本

に
も
行
っ
て
み
る
と
熊
本

の
町
も
焼
け
野
原
で
ひ
ど

い
状
態
で
し
た
。
７
月
10

日
に
空
襲
を
受
け
て
い
た

そ
う
で
す
。
牛
の
死
骸
が

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
あ
り
、

腐
敗
が
す
す
み
異
臭
が
漂
っ

て
い
た
の
を
お
ぼ
え
て
い

ま
す
。
戦
争
に
若
者
は
と

ら
れ
て
、
片
付
け
る
者
が

い
な
い
た
め
で
し
た
。
消

防
団
も
み
ん
な
50
代
以
上

で
し
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
た
あ
と

も
た
い
へ
ん
で
し
た
。
復

興
が
始
ま
り
か
け
、
戦
災

住
宅
の
６
坪
ほ
ど
の
家
が

ど
ん
ど
ん
建
っ
て
い
た
が

電
気
も
無
く
ロ
ウ
ソ
ク
で

み
ん
な
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
田
ん
ぼ
も
荒
れ
放
題
。

食
べ
物
も
な
く
大
変
で
、

子
ど
も
た
ち
が
か
わ
い
そ

う
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
時
中
、
戦
後
と
戦
争

で
い
い
こ
と
は
一
つ
も
な

か
っ
た
。
何
が
何
で
も
戦

争
は
決
し
て
繰
り
返
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
た

日
本
が
戦
争
で
き
る
国
へ

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

な
ん
と
し
て
も
阻
止
し
て

い
か
な
け
れ
ば
。

10月より新しい分会役員体制となります。

分会役員や班長さんの役割、組合共済の手続き方

法など、新分会役員の皆さんにお集りいただき、

全体で学習します。

そのあと、各分会にわかれて、班長会議の日程

や組合費の上納方法などについて話し合います。

お忙しいなかかと思いますが、重要な会議です

ので、分会新役員と新班長のみなさんは、必ずご

参加いただきますようお願いします。

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
。

抽
選
で
５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６

０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部


